
「No no Hana」作者： Kazuilo

Corporate Social  Responsibi l i ty

CSR報告書2019



障がい者の社会参加と経済的自立を、彼らの芸術表現を通じて
一般社団法人障がい者自立推進機構が推進する活動です。自ら
の才能を見つけ、活かしたい全ての人へのきっかけを与える活
動を行っています。

パラリン アートとは…

表紙の絵

Kazuilo プロフィール
出身地：千葉県
発展途上でスタイルはまだ手さ
ぐりです。自分のスタイルを作
れるよう目指しております。

「No no Hana」
作者：Kazuilo

報告対象範囲

報告対象期間

発行日
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本社、彩京資源化センター、三芳資源化センター、厚木紙資源センター、草加リサイクルセンター、蓮田事業所、
所沢事業所、川崎事業所
※蓮田、所沢事業所については、環境負荷項目の一部（電力・上下水道）は除外しています。

2019 年度（2018 年 4月 1日～ 2019 年 3月 31日）※活動や取り組み内容は一部直近のものを含みます

2019 年 11 月

環境省「環境報告ガイドライン（2007 年版）」

本社　総務経理部　筧田　昭人　TEL：048-227-3098　FAX：048-226-2044
E-mail：a.toida@tomisawa.co.jp

参考にしたガイドライン

お問合せ先

　2010年に初版を発行いたしました弊社
「CSR報告書」も、この度発行のはこびとな
りました2019年版をもちまして第10版ま
で版を重ねることができました。これも一
重に御贔屓を賜ります皆様方、ご理解とご
支援をいただく諸氏並びに団体のご協力の
賜物であると存じます。ここに「CSR報告
書2019」を皆様にお届けできますこと、先
ず以って感謝申し上げます。
　「環境の世紀」といわれる21世紀になり
早いもので20年が経過しようとしていま
す。この間、環境意識の高まりとともにリ
サイクル・リユース・リデュースといった
活動も一気に高まり、国内の古紙及び廃プ
ラスティック類の資源化率も併せて向上
しました。しかしながら海洋プラスティッ
クゴミの問題や、英国BBCで制作された
「PLASTIC China」のような事象が中国国
内で発生し、行き過ぎたリサイクルの弊害
も指摘される様になってまいりました。「地
球温暖化」や「気候変動」等諸問題が山積し
ている「環境の世紀」のこれからは、益 「々ト

レーサビリティ」の概念が重要度を増して
まいります。これまで弊社は、古紙は勿論
のこと、廃プラスティック資源にもトレー
サビリティのシステムを導入し排出者様及
び需要家の方々と連携を図ってまいりまし
た。本年4月、出版物と出版系難処理古紙の
資源化を中心に取り組んでまいりました三
芳資源化センターを、高効率な回収システ
ムの構築と資源化率の向上にあわせ、高ま
る環境意識に配慮したリサイクルシステム
を進化させることを目的にリプレイス＆リ
ニューアルいたしました。今後も循環型社
会の一翼を担うべく、創業以来の社是であ
る「誠實信頼」と「おもてなし」の精神を忘
れず、「社会と環境に役立つ会社づくり」に
邁進してまいる所存でございます。皆様の
ご指導、ご 撻を引き続き賜りますことを
お願い申し上げ、「CSR報告書2019」発行
のご挨拶とさせていただきます。
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事業所一覧

ごあいさつ

代表取締役社長

冨澤 進一



彩京資源化センター

事業所一覧富澤の紹介

事業所一覧

お客様の会社から個人情報に
関する書類などを回収します。1.

企業
機密書類を破砕機に投入し、
小さい紙片に裁断します。

富澤

2. 製紙工場に直行搬入し、
溶解槽に投入・処理します。

製紙工場

3.
必要であれば古紙
再資源化証明書を
発行し、ご希望があ
れば破砕処理の立
ち会いも可能です。
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会社概要

創　　業
資 本 金
役　　員

監 査 役
監 査 役

従業員数

1925年10月1日
9,000万円
代表取締役社長  　　　　　冨澤　進一
取締役最高顧問社長補佐　  佐々木　強
常務取締役　　  　　　　　伊福　　洋
常務取締役　　  　　　　　太田　吉計　
取締役　　　　  　　　　　筧田　昭人
岩崎　重孝
冨澤　希代美

95名（2019年3月現在）

［産業古紙関連］
　◇印刷•製本会社からの排出物
［出版物流関連］
　◇雑誌残本、書籍残本、付録や販促品等の難
　　処理古紙他
［回収古紙関連］
　◇物流倉庫や店舗等 より排出される段ボール類
　◇一般企業より排出されるオフィス古紙や書類
　◇機密書類
　◇行政回収やその他集団回収の紙類

日本製紙株式会社、新東海製紙株式会社、
王子製紙株式会社、王子マテリア株式会社、
丸住製紙株式会社、中越パルプ工業株式会社、
大王製紙株式会社、いわき大王製紙株式会社、
三菱製紙株式会社、家庭紙メーカー数十社

出版社、印刷、製本会社など数百社

主要取扱
品目

販 売 先

仕 入 先

富澤の歩み
1925年（大正14年） 台東区根岸において初代冨澤酉蔵が出版社の返本加工業として富澤酉蔵商店創業

1952年（昭和27年） 荒川区東日暮里において有限会社富澤酉蔵商店を資本金80万円で設立

1960年（昭和35年） 代表取締役に冨澤一郎が就任

1962年（昭和37年） 板橋紙資源センターを開設

1968年（昭和43年） 有限会社富澤酉蔵商店より株式会社富澤商店に組織変更

1973年（昭和48年） 草加紙資源センターを開設

1974年（昭和49年） 厚木紙資源センターを開設

1975年（昭和50年） 創業50周年

1985年（昭和60年） 創業60周年

1988年（昭和63年） 株式会社富澤に組織変更

1992年（平成4年）
川口紙資源センターを開設

東京都産業廃棄物処理業（収集運搬）の許可取得

1993年（平成5年） 埼玉県産業廃棄物処理業（収集運搬・積替保管）の許可取得

1995年（平成7年） 日販事業所を開設、創業70周年

1999年（平成11年） 東京都廃棄物再生事業者登録　
川口事業所をリプレイスし、彩京資源化センターとして、リニューアル

2000年（平成12年） 彩京資源化センターに選別ライン、破砕機等の加工設備を併設
神奈川県一般廃棄物処理施設（圧縮施設）の許可取得

2001年（平成13年） 草加紙資源センターを草加リサイクルセンターにリニューアル

2002年（平成14年） 埼玉県廃棄物再生事業者登録

2003年（平成15年） 代表取締役社長に瀧本義継が就任。
ISO14001認証取得（本社・彩京資源化センター・蓮田事業所）

2004年（平成16年） 日販事業所をリプレイスし、蓮田事業所としてリニューアル
ISO14001認証取得（板橋、厚木）

2005年（平成17年） 所沢事業所開設、創業80周年

2006年（平成18年） ISO27001認証取得（本社、板橋、彩京、厚木、蓮田）

2007年（平成19年） 古紙商品化適格事業所に厚木紙資源センター、
彩京資源化センター、板橋紙資源センターが認定

2008年（平成20年） 板橋紙資源センター及び草加リサイクルセンターの古紙部門をリプレイスし、
三芳資源化センターを開設　埼玉県「彩の国工場」に三芳資源化センターが確定

2010年（平成22年） 古紙商品化適格事業所に三芳資源化センターが認定

2012年（平成24年） 代表取締役社長に冨澤進一が就任

2013年（平成25年） 川崎事業所開設

2014年（平成26年） 神奈川県再生事業者登録

2015年（平成27年） 神奈川県産業廃棄物処理業（収集運搬）の許可取得、創業90周年

2016年（平成28年） 神奈川県産業廃棄物処理業（積替保管）の許可取得

2019年（令和元年） 三芳資源化センターをリプレイスし、新三芳資源化センターとしてリニューアル

ISO14001 認証取得
ISO27001 認証取得
廃棄物再生事業者 登録
埼玉県計量証明事業 登録
川口市エコリサイクル推進事業所 登録
太陽光発電 太陽光発電パネルを設置し、省電力に努めています
ハイブリッド車 3台所有

ミスト設備 エアコンに換えてミスト設備を設置し、省電力、防塵
を行っています

機密文書 企業から機密文書の処分を受託し、再資源化してい
ます

地域貢献活動

川口市の公立学校から古紙を回収し、トイレットペー
パーと交換しています
川口市内障害者施設運営団体連絡会を通じて雑誌・
付録を資源化しています
川口市内の町内会の資源回収をサポートしています
一般・産業廃棄物者に対してゼロエミッションを推奨
しています

● 5,000t/月の処理能力
● 回収古紙及び機密書類処理等、企業のニーズに対応
● 面積：5,000㎡
〒332-0011  埼玉県川口市元郷 3-21-31  
TEL.048-225-4301  FAX.048-225-4304

■機密書類回収について
個人データや社外秘などの情報漏洩が一切ないよう、段ボールのまま破砕機に投入、小さい紙片に裁断します。

■設　　備

■保有車両 ● 8tウィング車    1台
● 4tパッカー車    　 5台
● 10tウィング車     2台
● 3tウィング車     1台

● 破砕機（10～25t/日）
● 背糊断裁機

● 15tウィング車      1台
● 4t車    3台
● 2t車    　 2台

● 選別ライン（4t日）
● 巻取り断裁機

● 250馬力ベーラーマシン    2 機（200t/日）

首都圏の拠点として機能しています。

本社
Plant Data
● 営業活動及び事業所の統括
● 代納管理業務
● 人事・総務・経理等の管理
〒332-0011
埼玉県川口市元郷3-21-31-2F  
TEL.048-227-3098
FAX.048-226-2044

当社の中心拠点として下記の業務を行っています。

Plant Data



三芳資源化センター

事業所一覧事業所一覧

Plant Data

これまで、人の手で紐などを切っていた雑
誌や書籍を機械で自動的に切れるように、
全自動ライン化しています。

三芳資源化センターでは、雑誌、書籍を中心に大量に資源化できる大型センターの設備をそろえています。

（右）福祉施設の方による返品雑誌の資源化作業。

（左）天井面に病院やホテルと同様安全対策とし
て、火災の際に水が放出されて火災の延焼を遅ら
せる設備を整えています。
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ISO14001 認証取得
ISO27001 認証取得
廃棄物再生事業者 登録
彩の国工場 指定
LED照明設置 LED照明を設置し、省電力に努めています

バッテリーフォークリフト 作業用車両全て（6台所有）は、脱化石燃料を目的にバッテリー
車を使用しています

ミスト設備 エアコンに換えてミスト設備を設置し、省電力、防塵を行っ
ています

福祉施設への作業委託

福祉施設に寄託し、雑誌の付録、CD・DVD等を分別し、紙・
プラスティックを再資源化しています（福祉施設の方にお越
しいただき作業します。さまざまな技量を身につけ社会復帰
を手助けいたします）

危険物削減 危険物の削減のため、潤滑油を高引火点潤滑油（指定可燃物）
に変更しました

地域貢献活動
毎営業日事業所周辺の清掃を行い、美化活動に努めています
三芳町の公立学校から古紙を回収し、トイレットペーパーと
交換しています

● 5,000t/月の処理能力
● 産業古紙及び出版関連古紙・難処理古紙を取扱う
● 業界先駆けの次世代型リサイクルシステム
● 面積：4,000㎡
〒354-0044  埼玉県入間郡三芳町大字北永井834-1  
TEL.049-274-7095  FAX.049-274-7125

■設　　備

■保有車両 ● 15tウィング車    3台
● 4tパッカー車    　 2台

● 4tウィング車    2台

●120馬力省エネベーラーマシン   1機（120t/日）
●250馬力ベーラーマシン   1機（120t/日）
● 残本選別加工ライン（1tリフター）   4台
● 背糊カッター    3台
● 巻取り断裁機    　 1台
● 輸出用プラットホーム    1台

古紙商品化オートメーションファクトリー



厚木紙資源センター

事業所一覧 事業所一覧
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●2,500t/月の処理能力
● 主に新聞・雑誌・段ボールを回収
● 厚木市行政回収拠点
● 面積：1,600㎡
〒 243-0806  神奈川県厚木市下依知1-8-1
TEL.046-245-2985  FAX.046-245-3825

ISO14001 認証取得
ISO27001 認証取得
一般廃棄物処理施設（圧縮施設） 許可
廃棄物再生事業者 登録
神奈川県産業廃棄物処理業（収集運搬）許可
神奈川県廃棄物処理業（積替保替） 許可
神奈川県計量証明事業 登録

省電力 日本テクノ株式会社SMARTMETERを使用し、
デマンド管理を行い省電力に努めています

ミスト設備 エアコンに換えてミスト設備を設置し、省電力、
防塵を行っています

ハイブリッド車 1台所有

難処理系一般廃棄物
厚木市から受託し、従来古紙になり得なかった
雑紙（ミックスペーパー）廃棄物を再資源化し
て廃棄物の減量に努めています

機密文書 企業から機密文書の処分を受託し、再資源化して
います

地域貢献活動
神奈川県立高等学校（8校）の古紙を回収し、
トイレットペーパーと交換しています｡ 厚木市
行政回収の荷受拠点になっています

　

行政回収・一般回収で受け入れた袋入りミックスペーパーの袋と古紙を分別します。マテリアル別
に適正な再資源化を可能にします。

■設　　備

■保有車両 ● 4tパッカー車    　 7台
● 4tウィング車     1台

●紐取機    1台
●選別ライン    1台

● 3tパッカー車    　 3台
● 2t車    　 2台

●破袋機    1台
● 100馬力ベーラーマシン    1機（100t/日）

厚木を中心に綾瀬、座間、海老名、相模原をテリトリーとしています。 出版廃棄物の加工処理を行っています。 出版共同流通株式会社所沢センター内で
　 業務を行っています。　　　　　　　　　　

株式会社東急ストア東扇島流通センター内で
 業務を行っています。　　 　　　　　　　　    

出版共同流通株式会社蓮田センター内で
   業務を行っています。　　　　　　　　  　

Plant Data

草加リサイクルセンター（RC）

蓮田事業所

所沢事業所

川崎事業所

● 難処理古紙及び産業廃棄物の資源化
● 埼玉県  東京都  産業廃棄物収集運搬（積替保管含む）許可
〒340-0833  埼玉県八潮市西袋565-1
TEL.048-928-1048  FAX.048-928-1048

● 主に段ボール・書籍残本の処理
〒359-0011  埼玉県所沢市南永井619-15  出版共同流通株式会社  
所沢センター内  TEL.04-2946-5580  FAX.04-2946-5580

● 主に各店舗から回収された段ボールの処理
〒210-0869  神奈川県川崎市川崎区東扇島23-4　

● 主に付録・難処理出版物の資源化
● ISO27001認証取得
〒349-0131 埼玉県蓮田市根金1464-1  出版共同流通株式会社  
蓮田センター内  TEL.048-766-7211  FAX.048-766-7210



TOMISAWA CSR Report 2018

古紙リサイクルアドバイザー制度

認証・許認可

ISO 14001 環境方針 マネジメントシステム

ISO 27001 情報セキュリティ マネジメントシステム

1110 TOMISAWA CSR Report 2019 TOMISAWA CSR Report 2019

当社は地球環境の保全に努めることを基本とし、温暖化の防止、廃棄物の削
減等、次世代の子供達の地球環境が、今よりも少しでも良くなる様に願い、環
境破壊を少しでも低減できることに継続的改善を進める。

お客様との信頼関係の上に成り立っています。当社がお客様の信頼を保持し、
より良いサービスを提供していくためには、情報資産に対して適切な安全対策
を実施し、紛失、盗難不正使用から保護しなくてはなりません。
ここに「情報セキュリティ基本方針」を定め、当社の管理下にある情報資産の
適切な保護対策を実施するための指針とします。

ISO取得
ISO27001
（情報セキュリティ）
認証取得

1 情報セキュリティの定義 情報セキュリティとは、情報の機密性・完全性・可用性を維持することと定義する。

2 適用範囲 当社の管理下にある、すべての業務活動に関わる情報を対象とする。

3 管理者の任命と義務
会社は情報セキュリティ委員会を設置するものとする。情報セキュリティ委員会は、全面的にISMSの推
進を図るものとする。情報セキュリティ委員会は、各部門から責任者を任命する。責任者は各部門における
ISMSの推進に努めること。

4
リスクの特定と
情報セキュリティ目標

情報セキュリティ委員会は、「情報セキュリティマネジメントマニュアル」で定めた方法でリスクを特定する。
特定したリスクに対して最適な情報セキュリティ管理策を講じるものとする。すべてのリスクを定められ
た受容可能なリスク水準以下に軽減することを情報セキュリティ目標とする。

5 従業員の義務 アルバイト社員を含む全従業員は、「情報セキュリティ基本方針」、「情報セキュリティ規定」および情報セキュ
リティの手順に準じて行動すること。

6 個人情報保護 会社は、個人情報保護法に準じて個人情報を管理するものとする。

7 機密情報管理 会社は、不正競争防止法に準じて顧客および当社の秘密情報を管理するものとする。

8 著作権保護 会社は、著作権法に準じて著作物を管理するものとする。

9 秘密保持契約 会社は、顧客との秘密保持契約事項に準じて情報を管理するものとする。

10 教育
情報セキュリティに関する啓蒙・教育活動は、経営層の支持のもと、情報セキュリティ委員会で推進を図る
ものとする。
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■ 古紙リサイクルアドバイザーの職務は

「古紙商品化適格事業所」の
「品質管理責任者」業務

行政及び地域団体あるいは
古紙排出事業者への品質及
び排出指導

地域の古紙リサイクル啓蒙
活動への参加（出前講座の
実施など）

製紙会社及びリサイクル関連
業界の行う古紙品質勉強会
への参加等を行う。

「古紙リサイクルアドバイザー」認定制度は「古紙商品化適格事業所」の運営の円滑化のため、古紙リサイク
ルを業とする事業者、従業員の社会的地位の向上及び地域の古紙リサイクルの促進並びに円滑化を図ること
を目的としてます。
認定資格取得条件は全原連の実施する認定試験に合格した者で、2019年9月末現在、当社で44名が認定取得
しています。また、「古紙商品化適格事業所」には当該資格を持つ「品質管理責任者」がいることが義務付け
られてます。

ISO取得
ISO14001
（環境）認証取得

1 情報セキュリティとは、情報の機密性・完全性・可用性を維持することと定義する。

2 当社の管理下にある、すべての業務活動に関わる情報を対象とする。

（1） 古紙回収及び商品化の効率向上による古紙リサイクルに伴う環境負荷の削減

（2） 廃棄物の資源化によるゼロエミッションの推進

（3） 二酸化炭素排出量削減のための省エネルギーの推進

（4） 排出及び供給先ユーザーのニーズに対応しつつ、古紙回収の拡大に努め、関連行政・地域住民との連携を図り、地域社会に貢献する。

3 環境教育を通じて、全社員への環境方針を理解させ、環境負荷改善の実績を周知することにより、環境意識の向上を図る。

4 当社の環境方針は、一般関係者が入手することを可能とし、環境管理の実施状況を必要に応じて公開する。

Ⅰ基本理念

基本理念

■ 認　証

環境マネジメントシステム
（ISO14001）

2002年 4月26日認証取得
2018 年度の審査において是正処置を必要とする重大な不適合はありませんでした。又三芳資源化センターが
実施している以下の仕組みが「グッドポイント」として審査機関より評価されました。
● 各人が持ち回りにより、作業所の安全・環境面について「評価表」を使用してチェックしている。
● 各人が安全・環境面から行動等をレビューし、「アセスメントチェックシート」に記録している。
● 上記で挙がった問題点を毎月一回「DC」で議論している。

認証機関 一般財団法人日本品質保証機構（JQA）

情報セキュリティマネジメント
システム（ISO27001）

2006年 9月 15日認証取得
2018年度の審査において是正処置を必要とする重大な不適合はありませんでした。

認証機関 一般財団法人日本品質保証機構

古紙商品化適格事業所認定 厚木紙資源センター、彩京資源化センター、三芳資源化センターで認定

認定機関 全国製紙原料商工組合連合会

株式会社富澤はCD・DVD・玩具などに使用されている紙又は行政回収された様々なミックスペーパーなどを
選別し、古紙化しています。これ等は従来古紙になり得なかったもので、産業廃棄物若しくは一般廃棄物とし
て焼却又は埋め立て処分されてきました。これらを福祉施設や弊社の資源化ラインを介して、資源の再生と廃
棄物の減量を図ることを可能にしております。「古紙は製品」という弊社の方針が環境保全に整合してる事例です。
環境管理についてはISO14001を基に、又「2007年版 環境報告ガイドライン」を参考に弊社の環境への負荷
を特定、測定し、継続的な改善を図っています。以下の頁などをご参照下さい。

環境報告

株式会社富澤は環境保全の施策として太陽光発電装置を彩京資源化セン
ター、三芳資源化センターに設置しています。発電量は13pをご参照下さい。

環境保全のための施策

Ⅱ基本方針
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各事業所の環境負荷項目 ･環境保全社会性報告

社用車の整備
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ドライバーの運転状況を把握できる「スマートドライ
ブシステム」を導入。急ブレーキや急加速などを即座
に確認でき、安全運転の指導に活かされています。日々
の運転評価やデータ収集などにより、全社をあげて事
故削減や燃費改善などに注力しています。

社会福祉施設への作業委託数量

急ブレーキ
急発進など

メールで
お知らせ

管理者PCSmartDrive 搭載車両

事業所名 2018 年度使用数量

電気（kwh） 都市ガス
（㎥） LPG（kg） 軽油（L） ガソリン（L）

本社（本社・彩京資源化センター） 324.028 0 22,624 46,578 17,004

三芳資源化センター 225,758 0 1,910 37,278 2,241

厚木紙資源センター 127,228 0 0 125,638 2,334

蓮田事業所 6,765 0 2,145 0 0

所沢事業所 0 1,072 0 0

川崎事業所 126,040 0 0 0 0

合計
※蓮田事業所、所沢事業所は出版共同流通株式
　会社様の施設内にあり、一部のデータは計測
　出来ません。

809,819 27,751 209,494 21,579

二酸化炭素（CO2）
排出数量

換算係数 0.474
（1000kwh）

2.23
（1000㎥）

3.00
（1t）

2.58
（1kl）

2.32　
（1kl）　

排出数量（t） 383,9 0.0 83.2 540,5 50.1

全事業所合計（t） '18
1,012.61

'17
1,057.4

原油換算数量

換算係数 0.25722
（1000kwh）

1.16
（1000㎥）

1.31064
（1t）

0.97266
（1kl）

0.89268
（1kl）

排出数量（t） 208,3 0.0 36.4 203.8 19.3

全事業所合計（t） '18
467.8

'17
471.8

全事業所の環境保全

2018年度実績

エコカー 太陽光発電 雨水貯蔵能力 エコキュート LED照明

ハイブリッド
乗用車4台
バッテリー
フォーク6台

4,000kwh 15㎥
温水をトイレ、
厨房流し台で
使用

ALL LED化
（三芳資源化
センター）

編集後記
　今年 5月より年号が平成から令和に代わり、皇太子が
天皇に、天皇が上皇となった御祝の年になり、10 月 22
日に即位礼正殿の儀が行われる予定で休日になることも
喜ばしい限りです。
　今年も、7、8、9月に四国に上陸した台風 10号をはじ
め、6、8、15 号と 4つの台風が日本に上陸して平均値（2.7
個）を 2年連続で上回りました。そのうち 15号は関東千

葉県に過去最強クラスの勢力で 2週間以上にわたる大規
模な停電を筆頭に、東京湾沿岸部の各地に記録的な暴風
雨とそれによる甚大な被害をもたらしました。
　今年で 10 版目になる「CSR 報告書 2019」を発行する
こととなりました。次号もあたたかく見守っていただけ
たら嬉しく思います。

株式会社富澤は埼玉県、東京都内の福祉施設と提携し、雑誌の付録や食玩などを素材別に選別し資源化を
委託しています。学校、企業、各種団体等の紙リサイクル出張講習なども無料で行っています。

福祉施設への作業委託

社会貢献活動

弊社の行うCSR 活動を担保するために次のような活動
を行っています。

1月 「挨拶励行月間」実施
3月・11月 「火災予防月間（春秋）」実施
4月・10月 「作業安全月間（春秋）」実施
4月～ 5月 「整理整頓美化運動」実施
6月 「機械・車両メンテナンス月間」実施
7月・8月 「夏の健康管理月間」実施
10月・11月 「作業改善提案運動」実施

CSR活動を担保するための社内運動
毎年 4月10月に実施しています。

労働安全訓練

毎年 4月10月に実施しています。

防火防災訓練

全事業所において毎営業日に事業所周辺の清掃を実施
しています。

美化活動

スマートドライブシステム導入で、
安全運転を徹底

各事業所の環境負荷項目

1 入間東部福祉会 入間東部みよしの里

2 NPO法人 あゆみ福祉会

3
恩賜財団埼玉県済生会 ワークステーション西川口

　　　　　　　　　　 ワークステーションみのり

4 株式会社いきいき　このまんま

5 株式会社リズム

6 川口市社会福祉事業団 生活介護きじばと・夢工房

7 越谷市手をつなぐ育成会デイケア施設 野の花

8 越谷西特別支援学校

9 埼玉県立浦和特別支援学校

10 埼玉県立川口特別支援学校

11 社会福祉法人朝霞地区福祉会すずらん

12 社会福祉法人 久美愛園

13 社会福祉法人ごきげんらいぶ　らいぶ

14 社会福祉法人 さいたま市槻の木やまぶき

15 社会福祉法人 ささの会 レタス

16 社会福祉法人 親愛会

17 社会福祉法人戸田わかくさ会　ゆうゆう

18 社会福祉法人ひふみ会 光福

19 社会福祉法人ひらく会 みんと

20 社会福祉法人 むさし野　たんぽぽ会

21 社会福祉法人 幸光福祉会　桃の里

22 社会福祉法人邑元会　しらびき

23 障害者支援施設 ゆいの里

24 総合福祉センター take 第三テイク

25 東京都北区立王子福祉作業所

26 特定非営利活動法人糸ぐるま

27 特定非営利活動法人くれおん　あみくる

28 特定非営利活動法人たんぽぽ福祉村 one da full Days

29 特定非営利活動法人友垣の里

30 特定非営利活動法人ともくん家　もんきいぽっど

31 特定非営利活動法人 バオバブの木そらのいろ

32 特定非営利活動法人フレンズネットワーク

33 特定非営利活動法人ほっとすて一しょん

34 特定非営利活動法人ワーカーズコープ　たいむ

35 特定非営利法人とさき

36 所沢おおぞら特別支援学校

37 所沢市社会福祉協議会 所沢市立きぼうの園

38 福祉作業所 ひばり園

39 富士見市立富士見特別支援学校

40 三芳町心身障害者地域授産施設 三芳太陽の家

41 八潮市障がい者福祉施設 わかくさ

42 八潮市福祉作業所　虹の家

合計42施設 1375t

50音順に掲載させて頂いています
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　2017年に貴社との取引を開始する前、営業担当者による
弊社訪問時に断裁古紙回収作業のシミュレーションを幾度
となく試行されていたことを思い出します。
　実際にお取引が始まってからも回収手順・時間帯等につ
き、より良いご提案をいただき実行くださいました。
　このようなお付き合いの中で貴社のご協力を頂き、今春
には文京製本新人会会員（文京製本協同組合内）による彩
京資源化センターの見学会を開催することが出来ました。
見学会では製本後の紙のリサイクルについてご説明いただ
き、事前分別・分類の重要さを改めて実感するとともに、

この知見を社内で共有することで、貴社内での分別作業負
担を減らし再資源化へのスピードアップに貢献できると確
信いたしました。
　最後になりましたが、紙を扱う仲間として貴社の益々の
ご発展を祈念申し上げます。

東京都製本工業組合 文京製本新人会　副幹事
榎本製本株式会社

代表取締役　関根康仁

　株式会社富澤様は、川口市内障害者施設運営団体連絡会
と一緒になって平成24年よりグリーンサポート運動事業の
推進を援助してくださいました。また、昨年は特定非営利
活動法人（NPO法人）の認証を受けることもできました。
誠にありがとうございます。
　多機能型事業所らいぶの仲間（利用者）は、暑い日も寒
い日もグリーンサポート運動事業（雑がみ回収作業）をと
ても楽しみにしています。その主な理由は、①銀行や信用

金庫、郵便局、学校、福祉施設などに出向いて作業をする
ため多くの方々に出会うことができる、②雑がみを回収す
ることで資源リサイクル活動に参加できる、③何よりも自
分たちの作業の拡大や作業工賃の確保につながっている、
などがあげられます。これからもよろしくお願いします。

社会福祉法人ごきげんらいぶ
理事長　井出信男

　株式会社富澤様におかれましては、長きに亘りお取引を頂
戴しております。リサイクル意識が高まる近年、廃棄物の資
源化、省エネルギー化、ゼロ・エミッション化に積極的に取
り組み、循環型社会の形成に貢献しておられます。また、地
元川口におかれましても、グリーンサポート運動などのエコ

活動に協力し、地域環境のために活動しておられます。今後
とも、環境と地域社会に配慮した企業として、益々のご発展
をお祈り申し上げます。

埼玉りそな銀行　川口支店

　年々大きな問題として取り上げられてきている環境問題に
対して、株式会社富澤様は社会の役目のごとく真 に取り組
んで来られ、出版業界においても雑誌付録の多様化に対し難
処理古紙の資源化に大きく貢献されてきましたこと、深く感
謝申し上げます。
　常に時代を先取りした対応と代々引き継がれてきた会社理
念が長いお付き合いをさせていただいている証だと感じてお
ります。また、現場では弊社担当の社員の方には親身にご対

応していただくなど、社内では『困った時の富澤』という言
葉が出るくらいの信頼と協力を得ています。これからも安心
してお任せできる会社だと確信しております。
　今後も地域貢献活動と共に資源の再生と廃棄物の減量を図
り、資源循環型社会の発展を目指して、更なるご活躍を期待
しております。

昭和図書株式会社
常務取締役　田貝裕之

　株式会社 富澤様とのお取引は弊社が特種東海製紙グルー
プ傘下に入ってからと聴いております。歴史はまだ浅い方だ
とは思いますが良質な家庭紙原料を安定的に供給戴いており
ます。特に昨年は段古紙を中心に中国勢の引きが強く、家庭
紙向け古紙もそれに引きずられ、中国に流出、需給もタイト
になりました。そのような環境下でも、安定的に供給頂けた
ことにつきましては、厚く感謝申し上げます。段古紙は今年
に入り、掌を返したように輸出は止まり国内では余剰感が強

くなっているとお聴きします。それに伴い家庭紙向け古紙も
タイト感は緩和されましたが、洋紙需要が減るなか、先々の
供給に対しての不安も残ります。今後、上物 裾物とも原料
古紙は不透明な環境は続くと思いますが引続きご指導、ご支
援のほどお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　特種東海エコロジー株式会社
代表取締役　 日野 喜教
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お客様の声 グリーンサポート運動

弊社では 、 川口市の「NPO法人グリーンサポート運動推進協議会」に協賛し 、エコ活動に協力して
います。

「グリーンサポート運動」に参加しています

① みんと（安行慈林）
② 友垣の里（上青木西）
③ らいぶ（西新井宿）
④ ワークステーション西川口 

⑤ 就労継続支援きじばと（里） 
⑥ ほっとすて一しょん（八幡木）
⑦ このまんま（柳根）
⑧ リズム（前川）

⑨ 久美愛園（さいたま市緑区）
⑩ 埼玉県障がい者共同作業所 （さいたま市南区）
⑪ たいむ（柳崎）
⑫ 茶色いお家（さいたま市緑区）

回収作業参加福祉施設

各学校・施設を巡回し、集められた古紙を回収しています。

川口市内の小中学校・高齢者施設から古紙回収風景。

■グリーンサポート運動とは
　学校や企業などで「使い終わった紙」を寄付
する運動です。障がい者施設の利用者さん達が
集めて「リサイクルする」という仕事が生まれ
ます。
　紙なら何でもOKです。ただ、飲み物や食べ
物などで汚れた紙や使い終わったティッシュな
どはリサイクルできません。古紙をきちんと集
めればリサイクル資源として販売できます。そ
してその売り上げは障がい者の工賃となります。
　新聞や段ボールなどもありがたいのですが、
いつもはゴミ箱に捨てられてしまう紙（例えば
シュレッダーのクズや空き箱など）を捨てない
で取っておくと資源になります。一般的に「燃
やすごみ」として捨てられているものの約半分
は紙類と言われています。川口市では燃やすご
みの収集・焼却費用が約 61 億円／年かかって
います。資源リサイクルをとおして少しでも減
らしていければと考えています。

「グリーンサポート運動」の参加企業等は400以上になりました。
（郵便局、小学校、薬局、信用金庫、幼稚園、事務所、工場など）



［ 本　社 ］　　〒 332-0011　埼玉県川口市元郷 3-21-31-2F
                    TEL.048-227-3098　FAX.048-226-2044
［ 事業所 ］　　彩京　三芳　厚木　草加　蓮田　所沢　川崎

http://www.tomisawa.co.jp/




